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本格化する国の
「花粉症対策」

特集

西海陶器株式会社
注目企業を訪ねる

住まいも“花粉症対策”しよう！
編集室の商品ピックアップ
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「
鼻
ア
レ
ル
ギ
ー
の
全
国
疫
学
調
査

２
０
１
９
」
に
よ
る
と
、
花
粉
症
に
悩
む

人
は
42
・
５
％
、
中
で
も
ス
ギ
花
粉
症
は

38
・
８
％
に
上
り
、
ど
ち
ら
も
10
年
間
で

10
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

（
図
１
）
。
ま
た
花
粉
症
を
含
む
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
の
年
間
医
療
費
は
、
保
険
診

療
で
約
３
６
０
０
億
円
、
市
販
薬
で
約

４
０
０
億
円
と
推
計
さ
れ
、
花
粉
症
に
よ

る
労
働
生
産
性
低
下
も
想
定
す
る
と
社
会

的
影
響
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
岸
田
文
雄

首
相
も
「
も
は
や
我
が
国
の
社
会
問
題
だ
」

と
語
り
、
花
粉
症
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会

議
を
設
置
し
た
。

　

背
景
の
一
つ
が
、
戦
後
、
国
土
保
全
と

木
材
需
要
に
応
え
る
た
め
、
成
長
が
早
く

育
成
し
や
す
い
樹
種
で
あ
る
ス
ギ
が
多
く

植
林
さ
れ
た
こ
と
だ
。
そ
の
結
果
、
日
本

の
人
工
林
の
44
％
（
４
４
４
万
ha
）
が
ス

ギ
人
工
林
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
植
え

て
か
ら
20
年
程
度
ま
で
の
ス
ギ
は
花
粉
を

ほ
と
ん
ど
発
生
さ
せ
な
い
が
、
20
年
生
を

超
え
花
粉
の
発
生
源
と
な
る
ス
ギ
人
工
林

（
４
３
１
万
ha
）
が
大
部
分
を
占
め
て
い

る
（
図
２
）
。

　

こ
れ
ま
で
も
国
は
花
粉
発
生
源
対
策
と

し
て
、
ス
ギ
人
工
林
の
伐
採
・
花
粉
の
少

な
い
ス
ギ
苗
木
へ
の
植
え
替
え
な
ど
を
進

め
て
き
た
が
、
生
産
性
や
労
働
力
な
ど
の

問
題
も
あ
り
植
え
替
え
の
ペ
ー
ス
が
な
か

な
か
上
が
っ
て
い
な
い
。
苗
木
の
生
産
量

は
飛
躍
的
に
本
数
を
伸
ば
し
て
い
る
も
の

の
、
植
え
替
え
は
い
ま
だ
ス
ギ
人
工
林
面

積
の
１
％
以
下
で
あ
る
の
が
現
状
だ
。

多くの国民を悩ませる花粉症。その対策の重要性は年々高まっている。
しかし、実効性のある取り組みはなかなか進んでいないのが現状だ。

「花粉症は我が国の社会問題」とした政府は、
関係省庁の縦割りを排して取り組みを集中的・早急に進めていくため、

2023年4月に「花粉症に関する関係閣僚会議✽１」を設置。
同年5月に花粉症解決の道筋を示す「花粉症対策の全体像」を取りまとめた。

幅広い分野にわたる花粉症対策は、今後、多くの業界で重要なキーワードとなってくるのではないだろうか。
今号では政府が発表した花粉症対策の全貌を解説し、

花粉症対策につながる取り組みを紹介する。

本格化する国の「花粉症対策」
特  集

　

現
状
の
ま
ま
で
は
大
幅
な
花
粉
の
発
生

削
減
が
見
通
せ
な
い
と
し
て
、
２
０
２
３

年
５
月
に
花
粉
症
解
決
の
道
筋
を
示
す

「
花
粉
症
対
策
の
全
体
像
」
を
公
表
し
た
。

今
後
10
年
を
視
野
に
入
れ
た
施
策
を
含

め
、
①「
発
生
源
対
策
」②「
飛
散
対
策
」

③
「
発
症
・
曝
露
対
策
」
を
３
本
柱
に
掲

げ
て
い
る
。
根
本
的
な
対
策
で
あ
る
①

「
発
生
源
対
策
」
と
し
て
は
10
年
後
の

２
０
３
３
年
度
ま
で
に
花
粉
を
発
生
さ
せ

る
ス
ギ
人
工
林
を
約
２
割
減
少
さ
せ
、
将

来
的
（
約
30
年
後
）
に
は
花
粉
発
生
量
の

半
減
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
同
年
10
月
、「
花
粉
症
対
策
の
全

体
像
」
に
基
づ
き
初
期
の
段
階
か
ら
集
中

的
に
実
施
す
べ
き
対
応
と
し
て
、「
花
粉

症
対
策 

初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
も

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

　

①
「
発
生
源
対
策
」
と
し
て
、
ス
ギ
の

人
工
林
の
伐
採
・
植
え
替
え
等
の
加
速

化
、
ス
ギ
需
要
の
拡
大
、
花
粉
の
少
な
い

苗
木
の
生
産
、
林
業
の
生
産
性
向
上
お
よ

び
労
働
力
の
確
保
に
取
り
組
む
。
伐
採
し

た
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
に
よ
り
国
土
の
荒

廃
等
を
招
か
な
い
よ
う
、
ス
ギ
人
工
林
を

「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」

と
い
う
資
源
の
循
環
利
用
を
推
進
し
花
粉

の
少
な
い
健
全
な
森
林
へ
転
換
し
て
い
く
。

　

②
「
飛
散
対
策
」
に
関
し
て
は
、
民
間

事
業
者
が
実
施
す
る
花
粉
飛
散
量
の
予
測

精
度
の
向
上
を
支
援
し
、
飛
散
時
期
に
は

ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
詳
細
な
花
粉
飛
散
予
測
を
提
供
す

る
。
ま
た
、
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
防
止
剤
の

開
発
を
促
進
し
て
、
５
年
後
の
実
用
化
の

目
処
を
立
て
る
。

　

③
「
発
症
・
曝
露
対
策
」
で
は
、
花
粉

症
の
発
症
予
防
や
治
療
の
た
め
の
体
制
整

備
、
花
粉
症
対
策
製
品
の
普
及
啓
発
等
に

取
り
組
む
（
Ｐ
４
参
照
）
。

　

農
林
水
産
省
に
よ
る
と
、
住
宅
・
建
築

関
連
分
野
で
は
ス
ギ
材
の
供
給
と
需
要
の

拡
大
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
集
成
材
工

場
や
保
管
施
設
等
の
整
備
な
ど
安
定
供
給

体
制
の
構
築
と
、
輸
入
材
か
ら
ス
ギ
材
へ

の
転
換
や
建
築
物
へ
の
利
用
な
ど
を
促
進

す
る
（
図
３
）
。
需
要
拡
大
に
向
け
て
は
、

木
材
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
防
火

規
定
の
合
理
化
な
ど
を
定
め
た
改
正
建
築

＊1	「花粉症に関する関係閣僚会議」：花粉症について適切な実態把握と発生源対策、飛散対策、予防・治療法の充実等に、関係行政機関の緊密な連携の下、政府一体となっ
て取り組むため開催。構成は農林水産大臣、環境大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣、経済産業大臣、国土交通大臣

出所：「花粉症対策」リーフレット 環境省、厚生労働省
原本は、出典：松原篤、他　日本耳鼻咽喉科学会会報123-487 図 2（許可を得て改変）

花
粉
症
が
、日
本
国
民
を
悩
ま

せ
る
社
会
問
題
と
い
わ
れ
る

の
は
な
ぜ
？

Q1.

ス
ギ
花
粉
症
が
多
い
背
景
は
？

Q2.

政
府
が
発
表
し
た
花
粉
症
対

策
と
は
？

Q3.

■ 花粉症全体
■ スギ花粉症
■ その他の花粉症

19.6
16.2

10.9

1998年

29.8 26.5

15.4
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42.5 38.8

25.1

有病率（％）

2019年

図1. 高まる花粉症有病率

図2. 森林面積に占めるスギ人工林の割合と花粉発生源となるスギ人工林（20年生超）

「
初
期
集
中
対
応
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

の
具
体
的
な
施
策
は
？

Q4.

住
宅
関
連
事
業
者
への
期
待
は
？

Q5.

＊2	「国産木材活用住宅ラベル」：国産木材を活用した住宅を分かりやすく表示するラベル。詳細は「建材マンスリー」2024年3月号ニュース参照

出所：「農林水産省における花粉症対策に関する取組」農林水産省

図3. スギ材需要の拡大
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「発生源対策」の取り組みを集中的に進めて花粉量の削減を加速化

■ 現状（2020）
 対策を講じた10年後（2033）
̶ 対策を講じた30年後（2053）

30年後
（半減）

10年後
（2割減）

その他
136万ha
（5％）

●  住宅分野における輸
入材からスギ材への
転換促進

●  集成材工場、保管施設
等の整備支援

●  建築物へのスギ材利
用の機運の醸成

柱材 横架材 土台等 羽柄材 面材

スギ材への
転換を促進

■ 輸入材
      （集成材等）
■ 輸入材
      （製材）
■ 国産材
      （集成材等）
■ 国産材
      （製材）
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8％3％8％3％

16％
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31％
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31％

13％

21％
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23％
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出所：「スギ・ヒノキ林に関するデータ」林野庁、「花粉症対策」リーフレット 環境省、厚生労働省のデータを元に作成

基
準
法
の
一
部
が
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
産
材
を
活
用
し
た
住
宅
の
、
ス

ギ
材
の
活
用
状
況
等
を
分
か
り
や
す
く
表

示
す
る
「
国
産
木
材
活
用
住
宅
ラ
ベ
ル
」

＊
２
制
度
も
創
設
さ
れ
て
い
る
。
ス
ギ
材

の
積
極
的
な
利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

ス
ギ
材
利
用
が
花
粉
症
対
策
に
つ
な
が
る

と
い
う
認
知
拡
大
も
花
粉
症
と
い
う
社
会

問
題
解
決
の
一
助
に
な
る
は
ず
だ
。
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出所：農林水産省

花粉症対策 初期集中対応パッケージ（2023年10月11日 花粉症に関する関係閣僚会議決定）

  「
花
粉
の
少
な
い
ス
ギ
」
と
は
、
成
長
性
・

剛
性
・
通
直
性
な
ど
林
業
特
性
を
持
つ
も

の
で
あ
り
、
花
粉
の
生
産
に
関
す
る
基
準

に
よ
っ
て
次
の
４
つ
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

花
粉
が
ま
っ
た
く
で
き
な
い
「
無
花
粉
ス

ギ
品
種
」
、
花
粉
の
生
産
量
が
一
般
的
な

す
。
さ
ら
に
、
植
物
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
ジ
ベ

レ
リ
ン
を
用
い
た
研
究
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ス
ギ
の
葉
に
ジ
ベ
レ
リ
ン
を
散
布
す
る
と
、

雄
花
を
強
制
的
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
た
め
早
い
段
階
で
花
粉
量
の
調
査
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
に
よ
る
研

究
も
進
ん
で
お
り
、
各
地
の
気
候
風
土
に

あ
っ
た
ス
ギ
で
効
率
的
な
品
種
改
良
が
で

き
る
よ
う
な
技
術
開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

林
野
庁
は
、
２
０
３
３
年
度
ま
で
に
ス

ギ
苗
木
生
産
量
の
う
ち
９
割
を
花
粉
の
少

な
い
苗
木
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、

２
０
２
１
年
度
の
ス
ギ
苗
木
生
産
量
に
占

め
る
花
粉
の
少
な
い
苗
木
生
産
量
は
５
割

を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
２
０
５
０
年
ま

で
に
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
＊
３
等
を
林
業
用

苗
木
の
９
割
以
上
に
拡
大
す
る
と
し
て
お

り
、
今
後
は
「
花
粉
が
少
な
い
エ
リ
ー
ト

ツ
リ
ー
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
適
し
た

原
種
を
高
精
度
に
今
よ
り
も
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
各
地
域
に
お
渡
し
で
き
る
よ
う
、

よ
り
一
層
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

は
２
０
０
４
年
度
に
最
初
の
無
花
粉
ス
ギ

「
爽そ

う
し
ゅ
ん春

」
の
開
発
に
至
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
林
業
特
性
の
改
良
が
必
要
だ
っ
た
た

め
、
成
長
や
材
質
等
に
優
れ
た
精
英
樹
な

ど
と
人
工
交
配
を
重
ね
、
無
花
粉
ス
ギ
の

開
発
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
無
花
粉
と
な

る
遺
伝
子
は
潜
性
（
劣
性
）
遺
伝
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
F1
個
体（
子
ど
も
）

で
は
無
花
粉
と
な
る
遺
伝
子
を
持
つ
個
体

が
で
き
、
こ
れ
ら
を
交
配
さ
せ
た
F2（
孫
）

世
代
で
無
花
粉
と
な
る
個
体
が
現
れ
ま
す
。

こ
れ
を
植
栽
し
て
花
粉
の
有
無
や
林
業
特

性
を
調
査
し
、
そ
の
中
か
ら
成
長
等
に
優

れ
た
無
花
粉
ス
ギ
が
誕
生
す
る
と
い
う
時

間
の
か
か
る
作
業
が
必
要
な
の
で
す
。

遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
や
植
物
ホ
ル
モ
ン
の

活
用
で
品
種
開
発
を
加
速
さ
せ
る

　

花
粉
の
少
な
い
品
種
は
気
候
風
土
に
よ
っ

て
求
め
ら
れ
る
特
性
も
異
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
各
地
の
風
土
に
合
っ
た
品
種
の

開
発
を
進
め
て
お
り
、
少
花
粉
ス
ギ
が

１
４
７
品
種
、
無
花
粉
ス
ギ
が
28
品
種
誕

生
し
て
い
ま
す
（
２
０
２
４
年
３
月
末
現
在
）
。

　

ま
た
、
短
期
間
で
効
率
よ
く
育
種
で
き

る
技
術
の
確
立
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
無
花
粉
遺
伝
子
を
高
精
度
に
検

出
で
き
る
遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
の
開
発
に
よ

り
、
交
配
世
代
の
短
縮
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

ス
ギ
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
「
少
花
粉

ス
ギ
品
種
」
、
少
花
粉
品
種
に
は
至
ら
な

い
が
花
粉
生
産
量
が
少
な
い
「
低
花
粉
ス

ギ
品
種
」
、「
特
定
母
樹
＊
１
」
で
す
。

　

森
林
の
生
産
性
向
上
や
公
益
的
機
能
を

高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
遺
伝
的

に
優
れ
た
特
性
を
持
つ
種
苗
の
確
保
が
重

要
で
す
。
林
野
庁
は
１
９
５
４
年
よ
り
林

業
特
性
に
優
れ
た
「
精
英
樹
」
の
選
抜
を

開
始
し
、
お
よ
そ
９
０
０
０
個
体
が
選
抜

さ
れ
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
れ

ら
精
英
樹
な
ど
の
育
種
素
材
を
活
用
し
、

林
野
庁
、
都
道
府
県
と
協
力
し
な
が
ら
、

林
木
育
種
＊
２
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
は
花
粉
症
が
社
会
問

題
と
な
っ
て
き
た
こ
と
を
背
景
に
、
ス
ギ
精

英
樹
か
ら
花
粉
の
少
な
い
品
種
の
開
発
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
雄
花
の
少
な
い
品

種
の
調
査
を
行
っ
て
、
１
９
９
６
年
度
に
初

め
て
少
花
粉
ス
ギ
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

１
９
９
２
年
に
は
富
山
県
で
初
め
て
無

花
粉
ス
ギ
が
発
見
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
で

国立研究開発法人
森林総合研究所

林木育種センター 育種第一課長

栗田 学氏

花
粉
の
少
な
い
品
種
の
開
発
で

林
業
分
野
か
ら
花
粉
発
生
源
対
策

花
粉
発
生
源
対
策
と
し
て
全
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
花
粉
の
少
な
い
ス

ギ
の
研
究
・
開
発
だ
。
そ
の
中
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
林
業
用
樹
木
の
品
種
改
良
な
ど
国
内

最
大
の
林
木
育
種
機
関
で
あ
る
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
の
栗
田
学
氏
に
、
花

粉
の
少
な
い
品
種
の
研
究
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

図. 	無花粉スギの品種改良方法

＊1	 特定母樹:特に優良な種苗を生産するための種穂の採取に適する樹木で、成長に係る特性が特に優れたもの。成長量、材質および雄花着生性（スギ、ヒノキの
場合）の指定基準を満たすものを農林水産大臣が指定する

＊2	 林木育種:林木の遺伝的特性を利用して、従来の林木の成長量増大と材質を改良すること
＊3	 エリートツリー：成長が優れた林業用の樹木を人工交配によりかけ合わせ、その中からさらに優れた個体を選抜したもの

参考資料：「花粉症対策の全体像」「花粉症対策 初期集中対応パッケージ」花粉症に関する関係閣僚会議決定

交配世代の短縮：2世代→1世代
無花粉遺伝子の有無の判定時間の短縮：数年→数日
高精度の判定技術：100％の判定率※  ※2021年3月段階

これまでの無花粉スギの
品種改良の方法

遺伝子マーカーの活用による
新たな方法

精英樹
1

×
aa AA遺伝子型

無花粉
スギ

無花粉
スギ

遺
伝
子
マ
ー
カ
ー
に
よ
り

無
花
粉
遺
伝
子
を
探
索

無花粉
スギ

aaAaAA

選抜

遺伝子型
25%50%25%出現頻度

無花粉
スギ

成長が優れた
無花粉遺伝子をもつスギ

×
aa Aa遺伝子型

精英樹
2

×
aa AA

Aa

選抜
Aa遺伝子型

aa Aa遺伝子型
50% 50%出現頻度

×

無花粉スギ品種開発の大幅な効率化が可能に

F1（
子
ど
も
）世
代

F2（
孫
）世
代

● 

花
粉
量
は
年
に
よ
っ
て
異
な
る

　

ス
ギ
花
粉
の
生
産
量
は
、
花
粉
が
形

成
さ
れ
る
前
年
夏
の
気
象
条
件
と
密
接

に
関
係
し
て
お
り
、
日
射
量
が
多
く
降

水
量
が
少
な
い
ほ
ど
翌
春
の
花
粉
生
産

量
が
多
く
な
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ギ
の
雄
花
生
産

量
が
少
な
い
年
の
翌
年
は
、
雄
花
生
産

量
が
増
加
す
る
と
い
う
傾
向
も
見
ら
れ
る
。

● 

少
花
粉
ヒ
ノ
キ
も
開
発
さ
れ
て
い
る

　

日
本
の
国
土
面
積
の
約
３
分
の
２
は

森
林
で
、
そ
の
約
４
割
（
１
０
２
０
万

ha
）
は
人
工
林
だ
。
人
工
林
に
お
け
る

樹
種
の
面
積
比
率
は
ス
ギ
が
44
％
、
ヒ

ノ
キ
が
25
％
で
、
ス
ギ
よ
り
も
少
し
遅

れ
て
飛
び
始
め
、
花
粉
症
を
引
き
起
こ

す
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
対
策
も
当
然
、
重
要

と
な
る
。
ス
ギ
と
同
様
、
ヒ
ノ
キ
も
森

林
資
源
の
循
環
利
用
の
た
め
に
重
要
な

造
林
樹
種
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ヒ
ノ

キ
林
も
花
粉
の
少
な
い
森
林
に
変
え
て

い
く
た
め
に
、
花
粉
が
少
な
い
品
種
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
国
立
研
究

開
発
法
人 

森
林
研
究
・
整
備
機
構
で

は
、
２
０
２
１
年
度
末
ま
で
に
少
花
粉

ス
ギ
は
１
４
７
品
種
、
少
花
粉
ヒ
ノ
キ

は
55
品
種
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。

も
う
少
し
知
り
た
い
花
粉
の
こ
と

① 発生源対策 ② 飛散対策

③ 発症・暴露対策

伐採面積の増加

● スギ人工林の伐採・植え替え等の加速化【林野庁】
 ＜重点的に伐採・植え替え等を実施する区域を設定＞
 ● スギ人工林の伐採・植え替えの一貫作業の推進
 ● 伐採・植え替えに必要な路網整備の推進
 ● 意欲ある林業経営体への森林の集約化の促進

現行の約５万ha/年から10年後に約７万ha/年

スギ材製品の需要拡大

● スギ材需要の拡大【林野庁・国土交通省】
 ● 木材利用をしやすくする改正建築基準法の円滑な施行
　   （2024 年４月施行）
 ● 国産材を活用した住宅に係る表示制度を構築
 ● 住宅生産者の国産材使用状況等を公表
 ● 建築物へのスギ材利用の機運の醸成、住宅分野におけるスギ
      材への転換促進
 ● 大規模・高効率の集成材工場、保管施設等の整備支援

現行の1,240万㎥から10年後に1,710万㎥

花粉の少ないスギ苗木の生産割合引き上げ

● 花粉の少ない苗木の生産拡大【林野庁】
 ● 原種増産施設の整備支援
 ● 都道府県における採種園・採穂園の整備支援
 ● コンテナ苗増産施設の整備支援
 ● 花粉の少ない苗木を大量増産する技術開発支援

現行の5割から10年後に9割以上

● スギ花粉飛散量の予測
 ● スギ雄花花芽調査の情報を詳細化し、調査結果を公表
      【環境省・林野庁】
 ● 航空レーザー計測による森林資源情報の高度化、データ公開
      【林野庁】
 ● AI等を活用した、花粉飛散予測に特化した詳細な三次元の気象
      情報を提供【気象庁】
 ● 花粉飛散量の標準的な表示ランクを設定・周知【環境省】

より精度が高く分かりやすい花粉飛散予測の提供

● スギ花粉の飛散防止
 ● 森林現場におけるスギ花粉の飛散防止剤の実証試験・環境影
      響調査【林野庁】

スギ花粉の飛散防止剤の実用化の目処（5年後）

● 花粉症の治療
 ● 診療ガイドラインを改訂【厚生労働省】
 ● 舌下免疫療法治療薬の原料確保や増産体制の構築
      【厚生労働省・林野庁】
 ● 早めの対症療法の開始が有効であることを周知
 ● 長期処方やリフィル処方＊3の活用を積極的に促進【厚生労働省】

            ＊3 リフィル処方：定められた一定の期間内に繰り返し使用できる処方箋

● 予防行動
 ● 花粉症予防行動の周知【環境省・厚生労働省】
 ● 「健康経営優良法人認定制度」の評価項目に従業員の花粉曝露
       対策を追加し企業による取り組みを促進【経済産業省】

● 花粉症対策製品など
 ● 花粉対策製品の認証制度の普及・啓発【経済産業省】
 ● スギ花粉米＊4 実用化の推進を支援【農林水産省】
 ＊4 スギ花粉米：スギ花粉のアレルゲン由来ペプチドをコメ内のタンパク質顆粒に蓄積させたもの

花粉症の発症を予防し、症状を緩和させる

生産性向上・労働力確保

● 林業の生産性向上および労働力の確保【林野庁】
 ● 意欲ある木材加工業者等に対する高性能林業機械の導入支援
 ● 他産業、施業適期の異なる他地域や地域おこし協力隊との連携
 ● 外国人材の受け入れ拡大
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室
内
の
花
粉
症
対
策
を
考
え
る
と
き
に

は
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
る
動
き
の
違
い
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
花
粉
は
花
粉
本

体
の
表
面
に
オ
ー
ビ
ク
ル
と
よ
ば
れ
る
微

粒
子
が
付
着
し
て
い
ま
す
。
花
粉
本
体
は

大
き
い
粒
子
で
お
よ
そ
30
ミ
ク
ロ
ン
、
オ
ー

ビ
ク
ル
の
大
き
さ
は
お
よ
そ
０
・
５
～
１
・

０
ミ
ク
ロ
ン
で
、
花
粉
本
体
１
個
に
約

１
万
個
の
オ
ー
ビ
ク
ル
が
付
着
し
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
オ
ー
ビ
ク
ル
が

ア
レ
ル
ゲ
ン
と
な
り
ま
す
。
花
粉
本
体
は

比
較
的
大
き
な
粒
子
で
あ
る
た
め
す
ぐ
に

周
辺
を
掃
除
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
排
気
口
が
窓
に
向
か
っ
て
い
る
と
、

窓
周
辺
に
落
ち
て
い
る
花
粉
を
ま
き
散
ら

す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
た
め
、
排
気

口
を
窓
に
向
け
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も

効
果
的
で
す
。
さ
ら
に
、
空
気
清
浄
機
の

排
気
口
と
吸
気
口
が
近
い
と
、
汚
れ
た
空

気
と
き
れ
い
な
空
気
が
混
じ
り
あ
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
離
れ
て
い
る
設

計
の
方
が
効
率
的
で
す
。

　

花
粉
は
人
の
動
き
や
換
気
な
ど
に
よ
っ

て
で
き
た
気
流
に
乗
っ
て
拡
散
さ
れ
、
気

流
の
弱
ま
る
壁
や
家
具
な
ど
障
害
物
の
あ

る
場
所
に
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
部

屋
の
開
口
部
や
排
気
・
給
気
口
を
意
識
し

て
気
流
を
知
る
こ
と
で
効
果
的
な
対
策
が

可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、
部
屋
の

中
の
花
粉
が
人
に
影
響
し
な
い
空
間
を
作

る
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
サ
ー

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、
壁
沿
い

な
ど
人
を
避
け
て
空
気
を
循
環
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
花
粉
症
対
策
に
も
ひ
と

役
買
う
は
ず
で
す
。
建
材
な
ど
で
も
、
花

粉
や
気
流
の
ケ
ア
が
行
え
る
も
の
が
登
場

す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
花
粉
症
対
策
と
し
て
は
、
ま

ず
、
窓
に
レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
付
け
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
換
気
を
す
る
際
に

レ
ー
ス
の
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
た
ま
ま
に
し
て

お
け
ば
、
大
き
な
粒
子
の
花
粉
本
体
は
窓

の
近
く
に
落
ち
る
た
め
、
拭
き
掃
除
で
除

去
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
一
度
落
ち
て
も
人

の
動
き
な
ど
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
気
流
で

舞
い
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
が
活
動
し
な
い
夜
間
は
床
に
落
ち
る
の

で
、
朝
一
番
で
拭
き
掃
除
を
行
え
ば
、
効

率
的
に
除
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

空
気
清
浄
機
は
人
が
集
ま
る
場
所
の

対
角
に
置
く
こ
と
が
効
率
的

　

空
気
清
浄
機
を
使
う
こ
と
も
花
粉
症
対

策
に
有
効
で
す
。
と
く
に
、
粒
子
が
小
さ

い
ア
レ
ル
ゲ
ン
は
落
下
し
に
く
い
た
め
、

拭
き
掃
除
よ
り
空
気
清
浄
機
が
効
果
的
で

す
。
た
だ
し
、
逆
効
果
に
な
ら
な
い
よ
う

な
使
い
方
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
設
置

場
所
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
ソ
フ
ァ
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
人
が
集

ま
る
場
所
か
ら
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
つ

ま
り
対
角
に
置
く
の
が
お
勧
め
で
す
。
気

流
は
空
気
清
浄
機
に
向
か
っ
て
で
き
、
汚

れ
た
空
気
が
集
ま
っ
て
い
く
場
所
で
も
あ

る
た
め
で
す
（
図
）
。
空
気
清
浄
機
で
吸

え
な
か
っ
た
花
粉
も
周
り
に
落
ち
る
の
で
、

落
下
し
、
換
気
口
の
フ
ィ
ル
タ
ー
で
も
除

去
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
花
粉
本
体
が

物
理
的
刺
激
を
受
け
る
と
、
オ
ー
ビ
ク
ル

が
飛
散
す
る
他
、
花
粉
本
体
が
破
裂
し
て

内
部
か
ら
別
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
も
放
出
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
拡
散
さ
せ
な
い
た
め
に

は
、
ま
ず
は
花
粉
本
体
を
速
や
か
に
除
去

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

一
方
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
は
ご
く
小
さ
な
粒

子
で
あ
る
た
め
、
一
度
飛
散
す
る
と
空
気

中
に
長
時
間
浮
遊
し
て
な
か
な
か
落
下
し

ま
せ
ん
。
無
風
の
状
態
で
天
井
の
高
さ
か

ら
落
と
し
た
場
合
、
理
論
的
に
は
床
に
到

達
す
る
ま
で
１
０
０
時
間
以
上
も
か
か
り

ま
す
。
換
気
口
の
フ
ィ
ル
タ
ー
も
す
り
抜

け
て
し
ま
う
た
め
、
室
内
外
で
濃
度
が
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
、

換
気
を
す
る
・
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
室
内

に
侵
入
す
る
や
っ
か
い
な
存
在
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
粒
子
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
動

き
が
異
な
る
た
め
、
対
策
も
異
な
り
ま
す
。　

※	向かい合う2面の窓を開放し、大きい窓（入り口）から小さい窓
（出口）へ空気の流れができた場合に花粉が室内でどのように
動くかを調べたシミュレーション（実際のデータをイラスト化）

室
内
の
気
流
を
知
っ
て
花
粉
症
対
策

快
適
な
空
気
の
つ
く
り
方
と
は

外
出
時
ば
か
り
で
な
く
、
家
の
中
に
い
て
も
花
粉
症
の
つ
ら
い
症
状
に
悩
ま
さ
れ
る
。
そ
の

場
合
、
帰
宅
時
に
髪
や
衣
類
に
付
着
し
た
花
粉
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
開
口

部
か
ら
侵
入
し
た
花
粉
が
室
内
の
気
流
に
乗
っ
て
拡
散
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
快

適
な
空
気
を
つ
く
る
た
め
に
室
内
の
花
粉
症
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
の
か
。

室
内
の
気
流
や
花
粉
飛
散
な
ど
を
研
究
す
る
群
馬
大
学
の
髙
橋
俊
樹
准
教
授
に
話
を
伺
っ
た
。

本格化する国の
「花粉症対策」

特  集
図. 	空気清浄機の設置場所による
	 一定時間経過後の花粉の飛散状況

入
り
口
近
く
に
設
置

出
口
近
く
に
設
置

窓

窓

空気清浄機

空気清浄機

群馬大学大学院理工学府
准教授

髙橋 俊樹氏
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編集室の 花粉症の人にとって春はつらい季節。外出を躊躇してしまうことも
あるでしょう。また、花粉が室内にまで入り込んでしまうと、家の
中にいても症状に悩まされることになります。今号では、住まいの
花粉症対策として、花粉を「入れない！寄せ付けない！持ち込まな
い！」を実現するために役立つ建材を紹介します。

※ 価格はすべて税込価格です。
※ 掲載商品は弊社と取引がない商品も含みます。

　住まいも“花粉症対策”しよう！

直径300～500nmという極細のナノファ
イバーを、通常の網戸に用いられている
PPメッシュに特許技術で加工したハイブ
リッド構造の網戸用ネット。極めて目の細
かいフィルター状となっているため、花粉
を99％カット＊しながら十分な通気を確保
することが可能。網目が細かいために、ハ
ウスダストや黄砂などにも一定の効果を発
揮し、雨が入りにくいというメリットも。
紫外線カットや臭い成分を分解するなどの
機能も備えている。通常の網戸用ネットと
同様に張り替えができる。
＊一定条件下での試験結果

花粉が飛散する時期は、外に洗濯物を干すと衣類などに付着
した花粉を室内に持ち込むことになるため要注意。しかし、
室内干しは衣類の生乾きによる嫌な臭いの原因にもなりかね
ない。そこで役立つのが浴室暖房・換気・乾燥機「DRYFAN」。
通常の暖房・乾燥機能に加え、高濃度のイオンを放出する「プ
ラズマクラスター25000」を搭載しており、プラズマクラスター
イオンを放出することで浮遊カビ菌の除菌効果を持つと同時に、
浴室に干した衣類の静電気発生を抑えて花粉などの粒子を寄
せ付けにくくする。洗濯物はもちろん、上着などの外出着を
干しておくことでも花粉症対策に役立つ。
※プラズマクラスターロゴ（図形）およびプラズマクラスター、Plasmaclusterはシャー
　プ株式会社の登録商標です。

靴はもちろん、上着やマスクなど玄関周りの様々
なものを収納できる機能性とインテリア性を兼
ねそなえた玄関収納。花粉を室内に持ち込まな
いためには、住まいの中と外をつなぐ玄関での
対策が効果的だ。外出時に使用した上着やかば
んなどは室内に持ち込まず、玄関に収納するス
ペースを設けることで、花粉の侵入を防ぐ一助
となる。また、「hapia」は玄関収納に洗面ユニッ
トを一体化できるため、帰宅してすぐに手洗い
やうがいが行えるのも衛生的だ。ユニットの組
み合わせも多様なのでライフスタイルに合った
玄関収納が実現できる。

【仕様】
サイズ：幅91cm×長さ1m～15ｍ（切
り売り）、材質：PP＋PVDF樹脂、線径：
PP約0.2mm、PVDF（ナノファイバー）
約300nmから500nm　
【価格】
幅91cm×長さ１mあたり4,907円

●	問い合わせ先：株式会社イノベックス
　 ダイオ製品お客様相談室
　 TEL：03-3547-6117

※ネットのみで枠の付属はなし※ネットのみで枠の付属はなし

表面（室外側） 裏面（室内側）

【仕様】BS-261H-CX-2
1室換気タイプ、プラズマクラス
ター25000搭載　定格電圧：単相
AC200V(50Hz/60Hz)、排気接続
口：適合ダクト呼び径Φ100mm、
開口寸法：285mm×410mm 高
さ171mm以上、質量：5.3kg（フ
ロントパネルを含む)
【価格】
オープン価格

●	問い合わせ先：マックス株式会社
	  TEL：03-3669-8112

【仕様】
素材：パーティクルボード・MDF（基材）
／ポリサンドシート張り、オレフィンシー
ト張り（扉表面）／化粧紙張り（本体表
面）、カラー：モノホワイト、ネオホワイト、
クリアベージュ、ミルベージュ、ライトオー
カー、ティーブラウン、トープグレー、ダ
ルブラウン、オフブラック（受注生産品）
【価格】
お問い合わせください

●	問い合わせ先：大建工業株式会社
　 TEL：0120-787-505

換気はしても花粉は入れない
ナノファイバーを用いた「ハイブリッド網戸」
株式会社イノベックス

プラズマクラスターで衣類への花粉付着を抑制
浴室暖房・換気・乾燥機「DRYFAN」

マックス株式会社

花粉を持ち込まない！ 上着やかばんを収納できる
hapia 玄関収納 開き戸ユニット
大建工業株式会社

1mm
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本　　社 	●	長崎県東彼杵郡
		  波佐見町折敷瀬郷
		  2124
創　　業 	●	1946年
資 本 金 	●	1億円
従 業 員 	●	110名
事業内容 	●	陶 磁 器 製 品 元 卸 販

売、加 工 業、輸 出 入
業、日用品雑貨および
インテリア用品の販売

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
多
く
の
バ
イ

ヤ
ー
が
集
ま
る
東
京
ド
ー
ム
の「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ

ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」に
出
展
し
、
町
の
歴
史
や

波
佐
見
焼
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
と
も
に
ア
ピ
ー
ル
し

た
と
こ
ろ
、
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
雑
貨
店
か
ら

注
目
を
集
め
、新
た
な
販
路
が
開
拓
さ
れ
て
い
っ
た
。

  「
商
社
か
ら
注
文
さ
れ
た
も
の
を
作
っ
て
い
た
窯

元
た
ち
に
呼
び
か
け
、
窯
元
自
身
が
欲
し
い
と
思

う
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

各
社
が
得
意
分
野
を
生
か
し
自
発
的
な
も
の
づ
く

り
へ
と
転
換
す
る
こ
と
で
、
多
種
多
様
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
実
現
。
波
佐
見
焼
は
よ
り
魅
力
的
な
も

の
と
な
り
、
人
気
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
」

—

同
社
で
は
海
外
に
も
販
路
を
広
げ
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
中
国
、
オ
ラ
ン
ダ

に
現
地
法
人
を
持
ち
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
ハ
サ
ミ

ポ
ー
セ
リ
ン
」を
開
発
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
と
し
て
人
気
を
誇
っ
て
い
る
。

ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
付
加
価
値
を
生
み

ヒ
ト
と
モ
ノ
の
懸
け
橋
と
な
る

  「
波
佐
見
焼
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
町
と
連

携
し
て『
ク
ラ
フ
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
』も
推
進
し
て

い
ま
す
。
窯
業（
ク
ラ
フ
ト
）を
主
軸
と
し
た
観

光
事
業（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）で
、
焼
き
物
の
体
験
な

ど
を
通
し
て
モ
ノ
の
売
買
だ
け
で
は
得
ら
れ
な
い

付
加
価
値
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
波
佐
見
町

の
フ
ァ
ン
を
つ
く
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
現
在

で
は
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
象
徴
的
な
拠
点
が『
西
の
原
』で
、

廃
業
し
た
窯
元
の
跡
地
を
買
い
取
り
、
波
佐
見
焼

の
販
売
店
や
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
が
立
ち
並

ぶ
観
光
ス
ポ
ッ
ト
・
創
造
拠
点
と
し
て
再
生
し
た

場
所
で
す
。
地
域
内
外
か
ら
人
が
集
ま
り
、
波
佐

見
焼
に
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
い
ま
す
」

—

波
佐
見
焼
の
デ
ザ
イ
ン
や
機
能
性
、
そ
し

て
ス
ト
ー
リ
ー
に
引
か
れ
た
フ
ァ
ン
が
増
え
る
中
、

今
後
強
化
し
て
い
く
の
が
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
も
の

づ
く
り
だ
と
い
う
。
焼
き
物
の
型
と
し
て
使
用
が

終
わ
っ
た
廃
石
膏
を
地
域
の
田
畑
で
肥
料
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
し
た
り
、
製
品
基
準
に
は
未
達
で
も

使
用
上
は
問
題
の
な
い
Ｂ
品
と
呼
ば
れ
る
製
品
を

個
性
と
捉
え「hasam

i drop

」と
し
て
販
売

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

  「
波
佐
見
焼
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
発
信
す
る
た
め
の

オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア『
ハ
サ
ミ
ラ
イ
フ
』も
立
ち

上
げ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
も
活
用
し
な
が
ら
波
佐
見
の
魅
力

を
積
極
的
に
伝
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
を
つ

な
い
で
い
く
た
め
、
波
佐
見
焼
の
職
人
と
全
国
の

美
術
系
大
学
に
赴
き
、
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
、
父
の
世
代
の
取
り
組
み
を

面
白
そ
う
と
思
い
な
が
ら
育
っ
て
き
ま
し
た
。
今

度
は
私
が
歴
史
を
つ
な
ぐ
役
割
を
果
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
次
世
代
の
若
者
た
ち
が
、
今
の
波
佐

見
の
取
り
組
み
を
面
白
い
と
感
じ
、
自
分
も
関
わ

り
た
い
と
思
っ
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
。
そ
ん
な

思
い
で
、
今
後
も
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

表
示
が
厳
格
化
さ
れ
、
陶
磁
器
業
界
に
も
波
及
し

ま
し
た
。
波
佐
見
町
の
陶
磁
器
は
有
田
焼
と
し
て

出
荷
で
き
な
く
な
り
、
独
自
に
売
り
出
す
必
要
に

迫
ら
れ
た
の
で
す
」

—

こ
の
難
路
を
切
り
開
き
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
挑
ん
だ
一
人
が
当
時
、
長
崎
県
陶
磁
器
卸
商
業

協
同
組
合
理
事
長
を
務
め
て
い
た
同
社
の
先
代

だ
っ
た
。
波
佐
見
町
で
陶
磁
器
製
造
に
関
わ
る
多

く
の
企
業
の
垣
根
を
取
り
払
い
、
有
田
焼
の
下
請

け
か
ら
脱
却
す
る
た
め「
波
佐
見
焼
と
は
何
か
」

「
他
の
産
地
の
陶
磁
器
と
の
違
い
は
何
か
」を
追

求
。
波
佐
見
焼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
明
文

化
に
取
り
組
ん
だ
。

  「
学
芸
員
に
も
協
力
を
仰
ぎ
波
佐
見
の
歴
史
を
ひ

も
と
く
作
業
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
か
ら

庶
民
の
器
を
作
っ
て
い
た
と
分
か
り
ま
し
た
。〝
波

佐
見
焼
は
庶
民
の
器
と
し
て
生
活
を
と
も
に
す

る
〟と
い
う
テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
た
先
代
は
、
地

域
全
体
で
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
共
有
し
、
普

段
使
い
し
や
す
く
モ
ダ
ン
で
シ
ン
プ
ル
な
テ
ー
ブ

ル
ウ
ェ
ア
の
製
造
に
か
じ
を
切
っ
た
の
で
す
。
ま

た
、
波
佐
見
で
は
型
づ
く
り
や
生
地
づ
く
り
、
絵

付
け
、
焼
成
な
ど
の
工
程
を
分
業
で
行
っ
て
き
た

歴
史
が
あ
り
、
高
い
品
質
で
の
量
産
体
制
も
整
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背
景
は
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル

な
陶
磁
器
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
し
た
」

—

し
か
し
、
従
来
取
り
引
き
の
あ
っ
た
百
貨

店
な
ど
か
ら
は
、
無
名
と
も
言
え
る
波
佐
見
焼
は

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
第
一歩
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
明
文
化

—

高
い
品
質
と
デ
ザ
イ
ン
性
、
そ
し
て
手
ご
ろ

な
価
格
で
日
常
使
い
し
や
す
い
食
器
と
し
て
近
年

注
目
を
集
め
て
い
る
波
佐
見
焼
。
そ
の
人
気
を
国

内
は
も
ち
ろ
ん
海
外
に
ま
で
広
げ
た
立
役
者
が
、

陶
磁
器
販
売
を
手
掛
け
る
専
門
商
社
の
西
海
陶
器

で
あ
る
。
自
社
ブ
ラ
ン
ド「
ハ
サ
ミ
ポ
ー
セ
リ
ン
」

は
米
国
Ａｐ
ｐ
ｌ
ｅ
社
に
も
高
く
評
価
さ
れ
、
ロ

ゴ
入
り
マ
グ
カ
ッ
プ
を
手
掛
け
る
ほ
ど
だ
。
し
か

し
20
年
前
ま
で
は
波
佐
見
焼
と
い
う
名
前
す
ら
存

在
せ
ず
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
成
し
遂
げ
た
と
い
う
。

  「
長
崎
県
波
佐
見
町
は
４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る

陶
磁
器
製
造
の
町
で
、
佐
賀
県
有
田
町
を
中
心
に

製
造
さ
れ
る
有
田
焼
の
下
請
け
産
地
と
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
２
０
０
０
年
ご
ろ
、
牛
肉

の
産
地
偽
装
問
題
に
よ
り
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地

 

西
海
陶
器
株
式
会
社高いデザイン性と手ごろな価格で

セレクトショップなど新しい販路を開拓

有田焼の下請け産地から脱却し
世界が認める焼き物のブランドへ

窯業（クラフト）を主軸とした
観光事業（ツーリズム）で魅力発信

ここが注目ポイント

存続の危機から世界的ブランドへ
クラフトツーリズムで躍進する
庶民の器「波佐見焼」

代表取締役社長

児玉 賢太郎 氏

自社ブランド「ハサミポーセリン」。どんな料理も引き立てるシンプルかつ洗練された
デザイン。またアイテムがぴったり重なるため収納性も良い

波佐見焼の一例。高いデザイン性と品質、豊富なラインアップが特徴（皿 400円～、
マグカップ 1,000円～、飯碗 600円～、酒器 700円～など）

①	南創庫　
	 波佐見焼の販売店。オリジナルの
絵付けが体験できる

②	にぎりめし かわち　
	 地元の食材で作ったにぎりめしを、
波佐見焼と合わせて堪能できる

③	monné porte　
	 ろくろ場だった空間を改装し、展
示会やワークショップなどが開催
されている

「西の原」のマップと店舗の一例　古い建物も活用し、ここでしか
できない体験を通じて、波佐見焼だけでなく地域の魅力も発信

①

②

③



＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

編集室より

■	送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
	 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3269
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
住友林業　建材マンスリー
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　改正建築物省エネ法に基づき、消費者等が建築物を購
入・賃借する際に、省エネ性能の把握や比較ができるよ
うにする「建築物の販売・賃貸時の省エネ性能表示制度」
がスタートした。販売・賃貸事業者は2024年4月から
販売等の際に省エネ性能の表示が努力義務として求めら
れるようになった。また新築建築物の販売・賃貸の際に
は、広告等*1において「省エネ性能の表示ラベル」を表
示する必要がある*2。性能の高低を比較検討できるよう
にすることで、消費者等の省エネ性能への関心を高め、

省エネ性能が高い住宅・建築物が選択されやすい市場づ
くりを目的としている。
　ラベルには「エネルギー消費性能」と「断熱性能」が★
マークや数字で表示される。建物の種類（住宅：住戸/
住棟、非住宅、複合建築物）および評価方法（自己評価、
第三者評価）、再エネ設備あり/なしによりラベルの種
類が異なる。

＜制度概要＞
■ 対象者

販売・賃貸事業者
■ 対象となる建築物

2024年4月1日以降に建築確認申請を行う新築建築
物、およびその物件が同時期以降に再販売・再賃貸
される場合（分譲戸建・分譲マンション・賃貸住宅・
買取再販住宅等）

■ 発行方法
①自己評価：住宅性能表示・評価協会のＨＰから発行
②第三者評価：評価機関から交付

花粉症が国レベルの問題になりましたね。早期治療で重症化は免れるようです
ので疑わしい方はぜひアレルギー検査をお薦めします。ちなみに私は「スギ・
ヒノキ」の陽性反応に加えて去年からカモガヤが仲間入りしました。しかもこ
の新人、8月まで飛散するとのこと。「河川敷にしか生息してないから大丈夫！」
と励ましてくれる医者に「河川敷沿いに住んでいます」と即答して苦笑いされ
た記憶が甦ります。せめてスギだけでもと施策の効果を願うばかりです。（M）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　広島支店　東広島展示場

　木造住宅にどのくらい炭素が貯蔵されているかを簡単
に計算できる算出ツールが、日本木造住宅産業協会に
よって公開された。住宅の延べ床面積を入力するだけで、
炭素貯蔵量を簡易的に自動計算でき、何m2分の森林が蓄
積するCO2量なのかなどが分かりやすく表示される。
林野庁ガイドラインに従って、同協会が独自に調査した

「木造軸組工法住宅における国産材利用の実態調査」の
データを元に作成された。
　木造住宅に使われる木材は、森林と同じように炭素を
貯蔵したままのため、木造の家が立ち並ぶ住宅地は地球
環境保全（炭素固定）の観点から森林と同等の役割を果
たす「都市の森林」「第二の森林」と呼ばれる。木材利用
の推進は、「都市における第二の森林づくり」として地球
温暖化防止への貢献が期待されている。

建築物の省エネ性能表示制度を開始 －国土交通省

木造戸建て住宅の炭素貯蔵量（固定量）を
簡単に計算できるツールを公開 －日本木造住宅産業協会

● 省エネ性能ラベルの例：住宅（住戸）の第三者評価

● 炭素貯蔵量簡易計算ツールのイメージ

*1：	新聞・雑誌広告、チラシ、パンフレット、インターネット広告などが対象
*2：	国土交通大臣が表示方法等を告示で定め、従わなかった場合は勧告等を行うこと

ができる。新築以外の既存建築物についても表示は推奨されるが、表示しない場
合の勧告等の対象とはならない
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